
　
新
潟
県
立
新
津
高
校
は
、
２
０
１
７
年

度
３
学
期
か
ら
、「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
（
以
下
、
総
合
学
習
）」
で
、
３
年
間

の
体
系
的
な
探
究
学
習
を
始
め
た
。
受
け

身
の
学
習
姿
勢
や
自
己
表
現
が
苦
手
と
い

う
生
徒
が
多
い
と
い
っ
た
課
題
に
対
応

し
、
大
学
入
試
改
革
や
次
期
学
習
指
導
要

領
に
向
け
た
指
導
の
転
換
を
図
る
の
が
ね

ら
い
だ
。
17
年
４
月
、
校
長
の
発
案
に
よ

り
、
校
長
、
教
頭
、
教
務
主
任
、
学
年
主

任
、
進
路
指
導
主
事
な
ど
に
よ
る
検
討
委

員
会
「
総
学
ユ
ニ
ッ
ト
」
を
設
置
し
、
半

年
以
上
を
か
け
て
内
容
を
検
討
し
た
。
進

路
指
導
部
（
総
合
担
当
）
の
平
野
深み

雪ゆ
き

先

生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
総
合
学
習
は
、
そ
れ
ま
で
学
年
主
導

で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
根
本
か
ら
見
直

し
、
学
校
全
体
で
展
開
す
る
３
年
間
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
教
育

活
動
全
体
に
お
け
る
総
合
学
習
の
位
置
づ

け
を
捉
え
直
し
、
教
科
学
習
や
課
外
活
動

と
関
連
さ
せ
て
資
質
・
能
力
を
伸
ば
し
て

い
く
方
針
を
確
認
し
ま
し
た
（
図
１
）」

　
総
合
学
習
の
進
め
方
を
具
体
的
に
見
て

い
こ
う
（
図
２
）。

　
１
年
次
は
「
探
究
の
作
法
を
知
る
」
こ

と
を
目
的
と
し
、
各
種
活
動
を
通
し
て

探
究
学
習
に
必
要
な
思
考
力
や
協
働
学
習

の
技
法
な
ど
を
身
に
つ
け
て
い
く
。
例
え

ば
、
①
思
考
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、
小
論

文
の
作
成
を
通
し
て
論
理
的
思
考
の
型
を

新
潟
県
立
新に

い

津つ

高
校

自
分
の
思
考
状
態
を
客
観
的
に
捉
え
、

何
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
気
づ
か
せ
る

新
潟
県
立
新
津
高
校
で
は
、
大
学
入
試
改
革
や
次
期
学
習
指
導
要
領
を
見
据
え
、
２
０
１
７
年
度
３
学
期
に
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
探
究
学
習
を
始
め
た
。

課
題
設
定
の
手
法
で
あ
る
「
リ
サ
ー
チ
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
」
に
よ
っ
て
、
生
徒
た
ち
に
課
題
を
設
定
さ
せ
る
な
ど
、
生
徒
の
主
体
性
を
大
切
に
し
た
プ
ロ
セ
ス
に
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
教
師
が
、
生
徒
に
思
考
状
態
を
客
観
的
に
捉
え
さ
せ
る
働
き
か
け
を
し
て
、
思
考
力
を
高
め
て
い
る
。

実践事例 1
３
年
間
で
資
質
・
能
力
を
育
む

探
究
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築

教科学習、「総合的な学習の時間」、その他の活動の位置づけ図１

＊学校資料を基に編集部で作成

進路指導

論理的思考力・判断力・表現力／
学びに向かう力／自己肯定感

教
　
　
　
　
　
科

総
合
的
な
学
習
の
時
間

部
活
動
・
生
徒
会
活
動
・
ク
ラ
ス
活
動
等

3 年

2年

1年

主体的学習

探究的学習

基礎的学習

知識・
技能

主体性
多様性
協働性

知力 人間力応用力・汎用力
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学
び
、
②
社
会
人
講
話
・
出
前
講
座
で
は
、

企
業
や
地
域
か
ら
招
い
た
外
部
講
師
に
よ

る
講
演
な
ど
を
通
し
て
、
社
会
の
課
題
を

捉
え
る
力
を
養
う
。
さ
ら
に
、
③
課
題
解

決
学
習
で
、
課
題
を
見
つ
け
た
り
解
決
し

た
り
す
る
学
習
を
グ
ル
ー
プ
で
行
う
。

　

２
年
次
に
は
、「
課
題
研
究
」
を
行
う
。

課
題
研
究
は
、日
本
、国
際
、地
域
、生
活
、

環
境
、
医
療
・
健
康
、
数
学
、
理
科
の
８

分
野
が
設
定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
１
〜
３
人

の
教
師
が
担
当
す
る
。
生
徒
は
、
各
分
野

の
担
当
教
師
か
ら
説
明
を
受
け
た
上
で
希

望
分
野
を
選
び
、
自
身
が
探
究
し
た
い
こ

と
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
て
提
出
。
そ
の

レ
ポ
ー
ト
の
内
容
に
応
じ
て
、
研
究
分
野

が
割
り
振
ら
れ
る
。
次
に
、「
大
学
講
義

体
験
」
で
、
分
野
ご
と
に
大
学
教
員
に
よ

る
出
前
授
業
を
受
講
す
る
。
講
師
に
は
、

大
学
に
お
け
る
研
究
・
探
究
の
位
置
づ
け

や
進
め
方
を
生
徒
に
説
明
し
て
か
ら
、
専

門
分
野
の
講
義
に
入
っ
て
も
ら
う
よ
う
に

依
頼
し
て
い
る
。
大
学
で
の
探
究
を
イ

メ
ー
ジ
さ
せ
、
生
徒
の
課
題
研
究
へ
の
意

識
を
高
め
さ
せ
る
こ
と
が
ね
ら
い
だ
。

　

そ
う
し
た
準
備
を
経
て
、
１
年
間
を
通

し
て
探
究
す
る
課

題
を
設
定
す
る
。

担
当
教
師
は
、
自

分
の
専
門
分
野
を

踏
ま
え
た
１
〜
２

つ
の
テ
ー
マ
を
設

定（
Ｐ
．16
図
３
）。

進
路
指
導
主
事
の

齊
藤
恭や

す
ひ
ろ広
先
生

は
、
教
師
側
が
枠

組
み
を
決
め
る
理

由
を
次
の
よ
う
に

説
明
す
る
。

　
「
学
校
と
し
て

の
継
続
性
を
考

え
、
教
師
に
あ
ま

り
負
担
が
か
か
り

過
ぎ
な
い
よ
う
、

課
題
研
究
の
テ
ー
マ
は
、
教
師
自
身
の
専

門
の
範
囲
内
で
設
定
し
ま
し
た
」

　

同
じ
テ
ー
マ
の
下
に
集
ま
っ
た
生
徒
た

ち
は
、そ
の
中
で
深
く
掘
り
下
げ
た
い
こ

と
、
解
決
し
た
い
こ
と
、
証
明
し
た
い
こ

と
な
ど
を
話
し
合
い
、共
通
の
関
心
事
や

キ
ー
ワ
ー
ド
を
考
え
、「
リ
サ
ー
チ
ク
エ

ス
チ
ョ
ン
」に
落
と
し
込
む
。さ
ら
に
、そ

れ
ら
を
基
に
、
５
Ｗ
１
Ｈ
の
視
点
で
疑

問
文
を
作
る
な
ど
し
て
考
え
を
広
げ
、グ

ル
ー
プ
で
研
究
テ
ー
マ
を
探
っ
て
い
く
。

　
「
最
初
、
生
徒
の
考
え
は
漠
然
と
し
て

い
ま
し
た
が
、『
い
つ
だ
ろ
う
』『
何
だ
ろ

う
』『
な
ぜ
だ
ろ
う
』
と
い
っ
た
疑
問
に

置
き
換
え
る
中
で
、『
自
分
が
考
え
た
い

の
は
、
こ
れ
か
も
し
れ
な
い
』
と
気
づ
く

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
」（
平
野
先
生
）

　

ど
の
よ
う
な
進
め
方
で
リ
サ
ー
チ
ク
エ

ス
チ
ョ
ン
を
立
て
さ
せ
る
か
は
、
担
当
教

師
に
よ
っ
て
異
な
る
。
日
本
分
野
担
当
の

小
松
彰
先
生
は
、
大
学
の
卒
業
論
文
の
よ

う
に
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
新
た
な
事
実
を

新
潟
県
立
新
津
高
校

◎
校
訓
に
「
學
ぶ
は
髙
き
人
の
道
」
を
掲
げ
、「
し

な
や
か
な
心
」「
あ
た
た
か
い
心
」
を
持
つ
こ
と
を

大
切
に
す
る
。
生
徒
の
自
己
実
現
の
支
援
と
し
て

部
活
動
の
指
導
を
含
め
て
人
間
形
成
に
力
を
入
れ

る
ほ
か
、
進
学
者
数
の
目
標
は
「
新
潟
大
学
50
人

以
上
、
国
公
立
大
学
１
０
０
人
以
上
、
難
関
大
10

人
以
上
」
を
掲
げ
る
。

◎
設
立　

１
９
２
１
（
大
正
10
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

１
学
年
約
２
７
０
人

◎
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）

国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
筑
波
大
、
千
葉
大
、

新
潟
大
、
大
阪
大
、
首
都
大
学
東
京
な
ど
に
88
人

が
合
格
。
私
立
大
は
、
中
央
大
、
津
田
塾
大
、
東

京
理
科
大
、
明
治
大
、
立
命
館
大
、
同
志
社
大
な

ど
に
延
べ
４
２
０
人
が
合
格
。

◎U
RL

　

http://w
w

w
.niitsu-h.nein.ed.jp/

新
潟
県
立
新
津
高
校

小
松
彰
　

こ
ま
つ
・
あ
き
ら

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

５
年
目
。
２
学
年
副
任
。
進
路
指

導
部
。

新
潟
県
立
新
津
高
校

西
條
和
久
　
に
し
じ
ょ
う
・
か
ず
ひ
さ

教
職
歴
26
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

１
年
目
。
２
学
年
副
任
。
進
路
指

導
部
。

新
潟
県
立
新
津
高
校

齊
藤
恭
広
　
さ
い
と
う
・
や
す
ひ
ろ

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

５
年
目
。
進
路
指
導
主
事
。

新
潟
県
立
新
津
高
校

平
野
深
雪
　

ひ
ら
の
・
み
ゆ
き

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。
１
学
年
特
進
ク
ラ
ス
副

担
任
。
進
路
指
導
部（
総
合
担
当
）。

５
Ｗ
１
Ｈ
の
疑
問
文
を
つ
く
り
、

疑
問
を
明
確
に
し
て
い
く

＊学校資料を基に編集部で作成

「総合的な学習の時間」の３年間の流れ（案）図２

学年 目標・内容 具体的方策

１
学
年

社
会
を
つ
な
ぐ

①思考トレーニング
②社会人講話、出前講座
③課題解決学習〜社会的
視点から課題発見・課題
解決へ〜
④表現トレーニング

探
究
の
作
法
を
知
る

①論理的思考の型を練習する
②課題発見の方法を学ぶ
③協働でのアイデアの出し方、絞り方
を実践する。情報収集の方法を知る。
情報整理・分析の方法を知る
④論文の書き方を学ぶ

２
学
年

学
問
を
拓
く

課題研究〜学問的視点か
ら〜
①大学講義体験
②課題設定
③研究活動
④発表
⑤論文

探
究
の
道
を
知
る

①「研究・探究」とは何かを知る
②課題発見の方法を実践する
③研究の手法、論理的思考の方法を
学ぶ。希望分野・専攻を選択し、グルー
プで課題研究を実践する
④発表する（プレゼンテーション、ポ
スターセッション）
⑤個人論文を作成する

３
学
年

進
路
を
創
る

自己実現のための進路選
択へ

探
究
を
応
用
す
る

進路探究レポート作成
志望理由書作成
論理的思考・表現実践等
※内容も含め今後検討

特集 問いを起点に考える探究学習
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が
、
自
分
の
力
だ

け
で
は
前
に
進
め

な
い
生
徒
も
い
る
。

そ
こ
で
、
生
徒
に

メ
タ
認
知
を
促
し
、

自
分
の
力
で
考
え

る
よ
う
支
援
す
る
。

　「
課
題
設
定
が
な

か
な
か
で
き
な
い

生
徒
に
考
え
る
視

点
を
与
え
る
と
、

『
そ
う
考
え
れ
ば
よ

い
の
か
』
と
気
づ

い
て
思
考
が
動
き

出
す
こ
と
が
よ
く

あ
り
ま
す
。
生
徒

は
考
え
て
も
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な

く
、『
考
え
方
』
が
分
か
ら
ず
に
考
え
ら

れ
な
か
っ
た
だ
け
な
の
で
す
。
自
分
の
状

況
を
客
観
的
に
捉
え
、
ど
の
よ
う
に
思
考

す
れ
ば
よ
い
の
か
に
気
づ
か
せ
る
働
き
か

け
を
心
が
け
て
い
ま
す
」（
平
野
先
生
）

　
ま
た
、
生
徒
に
は
考
え
る
上
で
必
要
な

知
識
が
ま
だ
十
分
に
な
い
た
め
、
教
師
が

あ
る
程
度
の
見
通
し
を
示
す
こ
と
も
必
要

だ
と
捉
え
て
い
る
。

　「
自
分
の
意
思
で
課
題
を
設
定
す
れ
ば
、

探
究
の
意
欲
が
高
ま
り
ま
す
か
ら
、
生
徒

が
自
由
に
発
想
で
き
る
よ
う
、
教
師
が
話

し
過
ぎ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
た
。

た
だ
、
生
徒
の
発
想
が
実
を
結
び
そ
う
か

ど
う
か
を
見
極
め
、
時
に
は
『
そ
れ
を
調

べ
る
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
か
ら
、

こ
う
考
え
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
』
な
ど
と
探

究
の
方
向
づ
け
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し

た
」（
小
松
先
生
）

　
課
題
研
究
の
結
果
は
、
年
度
末
に
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
に
よ
り
発
表
す
る
。
そ
の
際
、
生
徒
た

ち
に
必
ず
し
も
「
答
え
」
を
発
表
す
る
こ

と
を
求
め
て
い
な
い
と
言
う
。

　「
研
究
は
本
来
、
答
え
を
見
つ
け
る
も

客
観
的
に
解
明
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
問

い
を
設
定
さ
せ
た
。
　

　「
生
徒
同
士
が
自
由
に
グ
ル
ー
プ
を
組

み
、テ
ー
マ
に
関
し
て
話
し
合
わ
せ
る
と
、

生
徒
か
ら『
こ
ん
な
問
い
は
ど
う
だ
ろ
う
』

と
い
っ
た
ア
イ
デ
ア
が
数
多
く
出
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、『
調
べ
る
内
容

が
明
確
か
』『
実
際
に
調
べ
ら
れ
そ
う
か
』

と
私
が
質
問
し
、
生
徒
に
再
び
話
し
合
わ

せ
て
問
い
を
深
め
て
い
く
と
い
う
方
法
で

進
め
ま
し
た
」（
小
松
先
生
）

　
調
べ
学
習
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

検
索
が
主
要
な
方
法
と
な
る
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
答
え
が
分
か
ら
な
い
問
い
に
な
る

よ
う
導
く
こ
と
も
意
識
し
た
と
い
う
。

　「
例
え
ば
、
地
元
の
方
言
に
関
す
る
こ

と
な
ど
、
限
ら
れ
た
小
さ
な
エ
リ
ア
で
の

事
象
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
な
か
な

か
調
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
問
い
に

対
し
、
い
か
に
信
頼
で
き
る
デ
ー
タ
を
集

め
て
探
究
す
る
か
を
経
験
さ
せ
た
い
と
考

え
ま
し
た
」（
小
松
先
生
）

　
一
方
、
数
学
分
野
で
「
折
り
紙
を
折
っ

て
多
面
体
を
作
る
」
を
テ
ー
マ
に
設
定
し

た
西に

し

條じ
ょ
う

和
久
先
生
は
、
最
初
に
土
台
と
な

る
知
識
を
与
え
て
か
ら
リ
サ
ー
チ
ク
エ
ス

チ
ョ
ン
を
設
定
さ
せ
た
。

　「
こ
の
テ
ー
マ
で
は
、
数
学
の
一
定
の

知
識
が
な
い
と
何
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

課
題
を
設
定
す
れ
ば
よ
い
か
が
分
か
ら
な

い
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
最
初
に
基

本
的
な
正
多
面
体
の
折
り
方
を
習
得
さ
せ

て
か
ら
、『
も
っ
と
簡
単
な
折
り
方
は
な

い
か
』『
半
正
多
面
体
の
場
合
は
ど
の
よ

う
に
折
る
の
か
』
と
い
っ
た
問
い
の
立
て

方
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
て
、
リ
サ
ー

チ
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
を
考
え
さ
せ
ま
し
た
」

　
期
限
内
に
リ
サ
ー
チ
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
を

設
定
で
き
な
い
グ
ル
ー
プ
も
あ
っ
た
が
、

無
理
に
設
定
さ
せ
な
か
っ
た
。

　「
課
題
発
見
の
難
し
さ
を
体
験
さ
せ
る

こ
と
も
、
課
題
研
究
の
大
き
な
ね
ら
い
で

す
か
ら
、
設
定
で
き
な
い
こ
と
も
経
験
の

１
つ
と
捉
え
て
い
ま
す
。
生
徒
に
は
、
時

間
を
か
け
て
も
よ
い
の
で
、
と
こ
と
ん
自

分
た
ち
な
り
の
問
い
を
見
つ
け
る
努
力
を

す
る
よ
う
に
伝
え
ま
し
た
」（
平
野
先
生
）

　
課
題
研
究
で
、
教
師
は
ど
の
よ
う
な
姿

勢
で
生
徒
を
指
導
し
て
い
る
の
か
。
生

徒
の
主
体
性
を
大
切
に
す
る
の
が
原
則
だ

系 分野 テーマ

人
文
社
会

日本
日本語に興味を持って辞書を使って調べてみよう
言葉の変化を探る（地域・時代）
外国人が見た日本　日本人が見た外国

国際
英語の文型について考えよう
外国の文化や社会、日本とのかかわりについて

地域
身近な地域の歴史や自然環境について考えよう
少子・超高齢社会を考える〜安楽死・年金・医療・働き方〜

生
活
環
境
医
療

生活

鉄道の街・新津駅の発車メロディーを考える
子どもにとってよい絵本とは何か
すぐにやる気を出すにはどうしたらよいか
日本人は働き過ぎか？

環境 プラスチックの研究
医療・
健康

ニュースポーツを考えよう
医療技術の進歩と生命の尊厳について

自
然
科
学

数学
テニス・スマートセンサーを活用したデータ分析
折り紙を折って多面体を作る

理科 近未来技術として実現可能なものを考える　

＊学校資料を基に編集部で作成

自
分
を
客
観
的
に
捉
え
て

ど
う
考
え
る
べ
き
か
に
気
づ
か
せ
る

課
題
発
見
の
難
し
さ
を

体
験
さ
せ
る
こ
と
も
大
き
な
成
長

「課題研究」のテーマ図３
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の
で
は
な
く
、
新
た
な
問
い
を
見
つ
け
る

こ
と
が
目
的
だ
と
、
大
学
講
義
体
験
で
話

さ
れ
た
先
生
が
い
ま
し
た
。『
こ
の
リ
サ
ー

チ
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
を
調
べ
た
ら
、
新
た
な

問
い
が
生
ま
れ
た
。
そ
こ
で
２
つ
め
の
問

い
を
調
べ
始
め
た
が
、
こ
の
段
階
で
期
限

が
来
て
し
ま
っ
た
』
と
、
自
分
た
ち
の
思

考
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
発
表
で
あ
れ

ば
よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
平
野
先
生
）

　
リ
サ
ー
チ
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
の
設
定
に
苦

労
し
た
り
、
当
初
の
計
画
か
ら
ず
れ
て
し

ま
っ
た
り
と
、「
失
敗
」
と
言
え
る
よ
う

な
結
果
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
意
義
の
あ

る
課
題
研
究
と
し
て
発
表
す
る
よ
う
に
指

導
し
て
い
る
。

　
進
路
指
導
の
面
で
は
、
各
活
動
の
振
り

返
り
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
１
冊
の
フ
ァ
イ

ル
に
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と
し
て
蓄
積
し
、

◎「日本」分野

得た知識を基に仮説を立て、
考えを広げる重要性を実感

２年　佐藤日
ひ な の

向野さん（左）　吉田奈未さん（右）

佐藤さん　日本文学や日本史に興味があり、この分野を選びま
した。自分で調べて整理し、どうすれば伝わりやすいかを考え
るのが好きなので、課題研究はとても楽しみでした。グループ
で話し合ううちに、ゲームを行う際のチーム分けでかけ声に地
域差があることが話題になり、探究してみようと考えました。
大変だったのは、何をどのように調べれば分かるのか、研究の
道筋を考えることです。「これを調べると、こんな結論が出るの
では」といった仮説を何度も立てたことで、得た知識を基に考
えを広げる力がついたと思います。
吉田さん　最初のリサーチクエスチョンを「チーム分けについ
て～新津高校を中心に」としたところ、先生から疑問文にする
ようアドバイスをいただきました。どのような疑問文が適切か
悩みながら試すうちに、「チーム分けのかけ声の違いには何がか
かわっているか～地域ごとの違いに着目して」とすると、自分
たちが研究したいことがはっきり見えました。１つの考えで満
足せず、いろいろな仮説を立てると考え方が広がることを体験
しました。ニュースを見る時など、日常生活の中でも仮説を立
てるよう心がけて、深く考える習慣を身につけたいと思います。

◎「数学」分野

多面体について探究し、
数学的思考への関心が高まった

２年　黑谷友
ゆうすけ

宥さん（左）　落合隆
りゅう

斗
と

さん（右）　

黑谷さん　課題研究はグループで行うので、1人で考えるより
も楽しく、助け合いながら進められて効率的でした。多面体を
作る上で大切なのは、「こうしたら、こうなる」と、論理的に根
気強く考えることだと学びました。例えば、12面体は5角形を
組み合わせて作りますが、5面体の段階でつまずいて諦めたら、
12面体は作れません。地道にステップを踏み、成果につなげて
いくことを体験できました。今後、そうした考え方を他教科の
学習などにも生かしていきたいと思います。
落合さん　多面体の折り方を学んでから、「どうしたら半正多面
体を折ることができるか」をリサーチクエスチョンとしてグルー
プで研究を進めています。様々な多面体は全く異なる形に見え
ますが、最初にパーツとなる形を考え、それを組み合わせてい
くという、基本的な作り方は共通しています。思いつきで折り
進めるのではなく、最初に仮説を立て、結果を予測してから取
り組むことが大切になります。私は文系で数学があまり得意で
はありませんでしたが、もっと数学的な思考力を高めていきた
いという気持ちになりました。

私の探究学習

指
導
に
生
か
し
て
い
る
。

　「
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
か
う
資
料
と
し

て
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
管
理
し
、
３
年

間
で
自
分
に
ど
の
よ
う
な
成
長
や
変
化
が

あ
っ
た
の
か
を
、
自
分
自
身
で
語
れ
る
よ

う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
効
率
的

に
蓄
積
す
る
た
め
に
、
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
の
導
入
も
検
討
中
で
す
」（
齊
藤
先
生
）

　
ま
た
、
探
究
学
習
と
進
路
学
習
を
つ
な

げ
る
た
め
に
、ベ
ネ
ッ
セ
の「
進
路
サ
ポ
ー

ト
」（
＊
１
）
も
活
用
し
て
い
る
。

　「
課
題
研
究
で
は
、『
こ
う
い
う
手
段
を

講
じ
、
こ
ん
な
努
力
を
し
た
』
と
い
っ
た

プ
ロ
セ
ス
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
、
汎
用

的
な
力
の
育
成
に
つ
な
が
り
ま
す
。
生
徒

の
そ
う
し
た
姿
を
き
ち
ん
と
評
価
し
、
伸

ば
す
こ
と
で
、
進
路
学
習
に
向
か
う
姿
勢

も
主
体
的
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
発

表
の
場
な
ど
を
通
し
て
、
生
徒
の
成
長
を

後
輩
に
伝
え
る
こ
と
も
大
事
に
し
、
学
校

全
体
で
取
り
組
み
を
深
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」（
齊
藤
先
生
）

＊１　ベネッセの教材の１つで、生徒一人ひとりの視野を広げ、将来の進路について考えるきっかけを与える教材。

生
徒
の
探
究
心
を

進
路
指
導
に
つ
な
げ
る

特集 問いを起点に考える探究学習
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